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辺野古埋め立てで想定と
土砂（砕石）の採取場所
沖縄防衛局の資料を基に作成・
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○比炉止物

か　つがら　　ゆは自背面　　てのでり　　何員
なて萎な－「とお由げもあき自素、日かし

「平和の俳句」

国語器

ーワークの求人票の

蔓低賃金を満たして
］動チェックするシ
l†今秋、導入される。

青島県民の甲状腺検
ラ「経過観察」後、
参断された事例が検
三に未報告だった。

／ス大統領選は有力

こ接戦で、23日に第
真。5月7日に上位
‡選となる見通し。

≡読む日本国憲法」
高として、違憲性が
1る「共謀罪」法案
三まとめた。

10回目は「動乱
㊤」。映画への情熱
を取り戻すきっか
けになった作品。

址旺ト⑳面

／
U
－
一
一
十
′
一
糸
／
豊
に
事
大
一
〇
石
）
ノ

と
呼
ば
れ
る
砕
石
を
使
う

予
定
。
沖
縄
県
内
二
地
区
と
、

瀬
戸
内
、
門
司
、
奄
美
大
島
な

ど
西
日
本
六
県
七
地
区
か
ら
の

採
取
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
同

局
に
よ
る
と
、
採
取
場
所
は
確

定
し
て
い
な
い
。

二
〇
二
二
年
春
、
瀬
戸
内
海

の
環
撞
保
護
団
体
「
環
瀬
戸
内

づ
a
）
く
〕
J
損
一
ブ
約
幸
）
「
t
ペ
）
（
十
五
十
二
∪
十
方

ま
知
り
、
衝
撃
を
受
け
た
。

奄
美
大
島
の
「
自
然
と
文
化

を
守
る
奄
美
会
議
」
も
地
元
で

の
土
砂
採
取
計
画
を
知
り
、
阿

部
さ
ん
ら
と
連
絡
を
と
っ
て
一

緒
に
阻
止
を
目
指
す
こ
と
に
。

他
地
区
に
も
呼
び
掛
け
、
一
五

年
五
月
、
七
団
体
で
「
辺
野
古

土
砂
搬
出
反
対
全
国
連
絡
協
議

ー
共
裏
。
「
亡
十
王
‥
偶
∠
言
わ
瞳
0
．
十
才
卓
準
だ
I

表
を
務
め
る
同
誌
さ
ん
は
、
沖

縄
に
米
等
基
地
負
担
が
集
中
し

て
い
る
現
状
に
触
れ
「
こ
れ
以

上
、
本
土
の
人
間
が
沖
縄
へ
の

加
害
者
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
。
沖
縄
の
基
地
化
に
自
分
た

ち
の
故
郷
の
土
を
使
わ
れ
た

ら
、
戦
争
に
加
担
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
指
摘
す
る
。

ク
鰯
鰯
謡
涯
擢
耗
繕
羅
十
倍
以
上
。
八
千
億
円
は
廃
止

措
置
の
最
初
の
十
年
間
に
か
か

図
1
裾
絹
譲
観

を
開
始
し
、
2
0
0
7
年
ま
で

に
国
内
原
発
の
使
用
済
み
核
燃

料
約
1
1
4
0
ト
ン
を
再
処
理
し

た
。
廃
止
は
1
4
年
に
決
定
。
そ

の
後
も
、
再
処
理
で
出
た
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
ガ
ラ
ス
と

混
ぜ
て
固
化
体
に
す
る
作
業
を

進
め
て
お
り
、
1
2
年
半
か
か
る

予
定
だ
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

想
定
通
り
に
進
ん
で
い
な
い
。

る
費
用
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い

る
約
二
千
百
七
十
億
円
の
四
倍

で
、
残
り
六
十
年
間
で
約
五
千

八
百
三
十
億
円
が
必
要
と
し

た。
核
燃
サ
イ
ク
ル
を
巡
っ
て

は
、
東
海
施
設
の
技
術
を
引
き

継
い
だ
日
本
原
燃
の
再
処
理
工

場
（
青
森
県
）
が
完
成
延
期
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
も
う
一
つ

の
中
核
だ
っ
た
高
速
増
殖
原
型

炉
も
ん
じ
ゅ
（
福
井
県
）
は
一

兆
円
の
国
費
を
投
じ
だ
が
廃
炉

が
決
ま
り
、
政
策
の
実
現
が
見

通
せ
な
い
ま
ま
巨
費
が
つ
ぎ
込

ま
れ
る
実
態
が
浮
か
ん
だ
。

機
構
に
よ
る
と
、
廃
止
の
総

費
用
は
〇
三
年
に
ま
と
め
た
試

算
が
ベ
ー
ス
。
機
構
は
総
費
用

の
精
査
を
進
め
て
お
り
、
廃
止

措
置
計
画
に
盛
り
込
ん
で
六
月

に
も
原
子
力
規
制
委
員
会
に
認

可
申
請
す
る
。

東
海
施
設
の
解
体
で
出
る
廃

棄
物
の
処
分
方
法
は
放
射
線
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
三
段
階
。
高
い

方
か
ら
地
下
三
百
㍍
以
下
に
埋

め
る
「
地
層
処
分
」
、
地
下
数

十
㍍
に
埋
め
〟
る
「
中
深
度
処

分
」
、
地
表
近
く
に
埋
め
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ッ
ト
処

分
」
で
、
対
象
の
廃
棄
物
量
は

そ
れ
ぞ
れ
ド
ラ
ム
缶
約
三
万
本

分
、
約
二
万
四
千
本
分
、
約
八

万
一
千
本
分
と
想
定
し
て
い

る。
廃
止
の
手
順
は
①
放
射
性
物

質
で
汚
染
さ
れ
た
機
器
や
設
備

の
「
除
染
・
解
体
」
②
解
体
し

た
機
器
や
放
射
性
廃
液
を
ド
ラ

ム
缶
な
ど
に
入
れ
て
セ
メ
ン
ト

や
モ
ル
タ
ル
で
満
た
す
「
処

理
」
③
ド
ラ
ム
缶
な
ど
の
処
分

場
へ
の
「
輸
送
」
④
「
埋
設
L

I
が
あ
る
。

総
費
用
の
大
部
分
は
埋
設
の

約
三
千
三
百
億
円
が
占
め
、
除
・

染
・
解
体
は
約
千
六
百
六
十
億

円
、
輸
送
は
約
八
百
七
十
億

円
。
処
理
の
費
用
は
精
査
申
と

し
、
試
算
に
は
含
ん
で
い
な
い
。

書
起

河
村
　
清
徳
（
8
2
）
　
愛
知
県
津
島
市

へ
金
子
把
太
）
「
止
ま
、
二
十
三
義
の
若
き
で
洋
画
旨
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宗一轟轟∴≒ 
福島県の県民健康調査の検討委員
で、甲状腺がんの問題などを話し合
専門家ら＝昨年12月27日、福島市で

185人がん・疑い診断

福島県の県民健康讃査　虐
発事故後、福島県は県立医奉
大に委託し、甲状腺検査と傾
囲
康診杏、こころの健康度・生活習億
に関する調査、妊産婦に関する謁王
を実施している。甲状腺検査は事古
当時18歳以下と、事故後2012年4F
l日までに生まれた（県外避難者主
含む）計約38万人を対象に実施。歩

担当時5～18歳の185人が昨年末…
でに、がんやその疑いと診断されナ
と発表している。

事故当時4歳

「他の例j
福島県の県民健康調査

（甲状腺がん）

185人　　延べ2523人

東海再処理施設廃止
東海再処理施設の廃止費用

都市部の高齢者と漁村をつなぐ　佐藤　力生さん（65）

「浜で漁師と話しながら、；管理推進室長などを務めた。田園践ヨ

し
（
章
二
て
上
し
た
こ
シ
ー
に
｛
萎
国
力

キ
ミ
と
〓
一
」
と
重
し
だ
．

ド
ラ
ム
缶
1
本
盆
芳
円

核
ご
み
処
分
用
地
も
未
選
定

東
海
再
処
理
施
設
（
茨
城
県

東
海
村
）
の
廃
止
に
伴
っ
て
出

る
放
射
線
レ
ベ
ル
が
極
め
て
高

い
「
核
の
ご
み
」
は
、
地
下
三

百
㍍
以
下
に
埋
め
て
「
地
層
処

分
」
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
処

分
費
用
は
ド
ラ
ム
缶
一
本
分
で

八
百
万
円
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
最
終
処
分
場
は
立
地
選
定

も
進
ま
ず
、
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。
　
　
　
＝
0
両
参
照

約
八
千
億
円
と
判
明
し
た
東

海
施
設
廃
止
の
総
費
用
の
う

ち
、
大
部
分
を
占
め
る
の
が
放

射
性
廃
棄
物
の
埋
設
処
分
費

だ
。
地
層
処
分
に
次
ぐ
「
中
深

度
処
分
」
で
は
ド
ラ
ム
缶
一
本

分
が
三
百
万
円
。
処
分
場
へ
の

輸
送
費
は
い
ず
れ
も
百
三
十
万

円
余
り
を
見
積
も
っ
て
お
り
、

囲

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
を

再
処
理
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
を
回
収
し
、
再
び
燃
料

と
し
て
活
用
す
る
政
策
。
天
然
資
源
に
乏
し
い
日
本
が
長
年
採
用

し
て
き
た
。
通
常
の
原
発
と
、
高
速
炉
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
原
発

で
燃
や
す
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
進
ん
で
い
な
い
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
に
依
頼
し
て
再
処
理
を
進
め

て
お
り
、
国
内
外
に
多
量
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
保
有
。
核
兵
器
へ

の
転
用
を
懸
念
す
る
国
も
あ
り
、
日
本
政
府
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
消

費
に
つ
な
が
る
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
掲
げ
続
け
て
い
る
。

処
分
費
用
が
八
百
万
円
と
試
算

さ
れ
た
最
も
高
線
量
の
核
の
ご

み
は
一
本
当
た
り
の
輸
送
と
処

分
に
一
千
万
円
近
く
か
か
る
計

算
だ
。
地
表
近
く
に
埋
め
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ッ
ト
処

分
」
で
は
輸
送
に
十
八
万
円
、

処
分
に
二
十
七
万
円
余
り
を
見

込む。東
海
施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
生
じ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
ず

さ
ん
な
管
理
方
法
も
発
覚
し
て

いる。再
処
理
の
過
程
で
使
用
済
み

燃
料
を
金
属
製
の
被
覆
管
「
」
と

細
断
し
、
金
属
片
な
ど
を
円
筒

形
の
専
用
容
器
に
詰
め
て
保
管

し
て
い
る
が
、
何
百
個
も
の
容

器
が
、
強
い
放
射
線
を
遮
る
た

め
水
で
満
た
し
た
貯
蔵
庫
内
で

不
規
則
に
積
み
上
が
っ
て
い

る
。
搬
入
時
に
ワ
イ
ヤ
で
つ
り

上
げ
、
貯
蔵
庫
の
天
井
の
開
口

部
か
ら
、
切
断
し
た
ワ
イ
ヤ
と

一
緒
に
落
と
し
た
た
め
だ
。

容
器
の
取
り
出
し
に
は
遠
隔

操
作
設
備
を
新
設
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
容
器
は
地
層
処
分

の
対
象
の
た
め
処
分
場
が
決
ま

る
ま
で
安
全
に
管
理
で
き
る
貯

蔵
庫
も
新
た
に
必
要
と
な
る
。

「
方
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
を
巡
っ
て
は
、
日
本
原
燃
が

再
処
理
工
場
（
青
森
県
）
を
二

〇
一
八
年
度
上
期
以
降
に
稼
働

さ
せ
た
い
考
え
だ
が
、
再
処
理

が
始
ま
れ
ば
、
処
分
場
選
定
な

ど
の
課
題
が
解
決
し
な
い
ま

ま
、
核
の
ご
み
が
新
た
に
発
生

する。

氷
室
【
易
黒
字

国
、
ド
イ
ツ


